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評価対象施設

指定管理者

評価対象年度

施設所管課

評価項目 細項目 評価 コメント

安全性の確保、法令
等の遵守 Ａ 法令等に基づく点検や事故防止等の安全対策が

適切に実施されていた。

平等利用の確保 Ａ 利用許可基準に基づく平等利用の確保が図られて
いた。

事業の実施 Ａ 徹底した感染予防対策を行った上で事業が実施さ
れた。

利用状況 Ａ

施設利用者数　395,509人（目標達成率　62.8％）
施設利用率　73.6％（目標達成率　98.1％)
利用料金収入　1億6,150万円（目標達成率
84.2％)

適切な管理の
履行 Ａ 建物・設備の管理、警備など、協定書に沿った適切

な管理が行われていた。

財産の適切な
管理 Ａ 施設や備品の状況を的確に把握し維持管理が行

われていた。

県内中小企業者、環
境、障害者雇用等へ
の配慮

Ｂ
障害者の法定雇用率を満たしていないことについ
ては、ハローワークや県雇用労働課に相談しなが
ら、達成に向けて検討を続けている。

サービス内容の向
上 Ａ

和室における茶道の利用時に炭の利用を認めた
ほか、後援申請手続きの押印省略化を実施するな
ど、利便性向上に努めた。

利用者の満足度 Ａ 公演満足度　97.2％
アンケートによる利用者満足度　99.6％

Ａ

文化振興事業については、新型コロナウイルス感染拡大の影
響があったが、徹底した感染予防対策を行った上で、事業を実
施した。
また、施設の管理運営については、施設の適正かつ適切な管
理を行った。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

施設の設置
目的の達成

施設の適切な管
理

特記事項

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う貸館のキャンセル
などの対応を適切に行い大きなトラブルは無かった。

・業務再委託の際には、受注可能業者を最初から１者に特定
されると限定せず、極力２者以上から見積もりを聴取すること
により、経費縮減に努めること。
・評議員会や理事会資料のペーパーレス化など、財団におけ
るＤＸを積極的に推進すること。

総合評価

利用者サービス
の向上

指定管理者管理運営状況評価（埼玉会館）

埼玉会館

公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団

令和４年度

文化振興課

利用者の
安心・安全、
平等利用の
確保


